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球

n
q
lla

か
ら
置
別
す
る
非
が
山
裾
覆

い
｡
(
未
完
)
姉
十
八
怨

節

.1
幼

松

下

進

志
摩
磯
部
村
木
場
の
洪
積
層
に
就
て

先
志
摩
の
海
蝕
基
地
の
上
部
を
構
成
し
て
沿
岸
棲
介

化
石
む
含
む
粘
土
と
磯
と
彬
と
か
ら
成
る
地
暦
が
存
在

l
(Zi)

す
る
｡
大

塚

排
撃
士
は
乙
れ
を
先
志
摩
暦
と
名
づ
け
ら

(こ
(六
)

〓
)(≡)(Ei)(ヒ)

れ
た
｡
其
の
時
代
は

新

筋

三
紀
と

い
は
れ
'或
は

洪

積

世

と
考

へ
ら
れ
て
居
る
｡
化
石
は
古
-
佐
藤
侍
減
氏
に
よ

っ
で
任
意
さ
れ
ね
が
､
其
後
あ
ま
-
探
基
さ
れ
た
rJ
と

(刀)

は
覆

い
ら
し
-
､
最
近
の

同

幅

説
明
音
に
も
数
個
の
属

名
が
拳
げ
ら
れ
､
保
存
不
完
全
と
託
さ
れ
て
居
る
に
過

ぎ
な

い
｡

筆
者
は
本
年

一
月
志
摩
苛
峯
山
'
五
知
'
逢
坂
峠
方

巾
の
古
期
岩
静
(主
と
し
て
古
基
層
)
の
調
恋
に
従
事
し

た
序
に
'
中
村
先
生
の
御
指
示
に
従
っ
て
磯
部
村
木
場

に
於
で
前
記
洪
積
層
の
化
石
を
探
基
し
わ
｡
其
の
場
所

は
ぎ

は
志
摩

電
戟
迫

間

輝
か
ら
南
方
約
三
三
〇
兼
離
れ
て
居

る
丘
麓
で
あ
る
｡
昭
和
四
年
同
篭
城
建
設
工
事
に
際
し

て
砂
利
を
探
る
た
め
望
向
n
l
lO
米
飴
の
丘
陵
の
架
線

を
切
-
取
っ
た
の
で
'
間
に
示
す
様
に
磯
暦
及
び
粘
土

層
が
よ
-
現
れ
て
居
る
｡
㈲
叔
下
部
は
介
化
石
を
含
む

葡
次
色
粘
土
で
あ
っ
て
'
二

･
五
米
だ
け
露
出
す
る
｡

化
石
は
脆
-
な
つ
で
は
居
る
が
､
注
意
す
れ
ば
良
好
な

も
の
が
得
ら
れ
る
.
又
時
間
を
か
け
て
努
力
す
れ
ば
後

記
の
篠
類
以
外
更
に
.多
数
磯
見
す
る
rJ
と
が
出
家
よ
う

㈲
其
の
上
に
士
束

の
磯
暦
が
乗
-
'
昭
次
に
粘
土
暦
が

凍
る
｡
其
の
下
部

〇
･四
-
〇
･六
米
は
淡
袖
黄
色
'
淡

黄
色
､
褐
色
の
粘
土
層
で
､
厚
い

部
分
は
間
に

一
の
尖

滅
す
る
含
粘
土
破
骨
を
爽

む
｡
関
の
中
部
は
帝
灰
色
粘

土
層
で
､
其
の
厚
n
は
最
大
四
米
で
あ
る
が
'膨
縮
が
甚
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い
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化
石
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夜
-
て
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破
片
が
入
っ
て

居る｡

昭
の
上
部
は
黄

次色及

び
淡
褐
次
色
粘

土
で'

そ
れ
は
不
盤
合

に
動
機

層
に
被
覆
さ
れ

る｡
以

(凹
)

上
の
暦
序
は
大

塚
撃士

が
推
定
さ
れ
た

犬
川附

近
の
膚
序

に
よ

-
一致

す
る
｡
唯
此
虞

で
は基

底
磯
暦
が

沖
積

層
に慣

れ
て
見
え
を

い
｡

化
石
は
黒
E
I

徳
光氏

の
鑑
定
に
ょ
-

'次の

和
独

が
存
す

る

乙と
が
知
れ
た
｡
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此
等

の

化
石

は

殆
ど
全
部
塊
生
種
で
あ
っ
て
､
又
其

の
大
部
は
開
兼
地
方
の
洪
積
層
か
ら
産
出
す
る
｡
1
､

(五
)

3
､
4
､
5
､
6
川
'
13
~
14
は

竹

山

排
撃
士
の
調

べ

ら
れ
た
紀
伊
安
久
川
の
洪
梼
腎
か
ら
知
ら
れ
て
居
る
も

(二)

の
で
､
9
は
紀
伊
南
部
町
堺
に
産
す
る
｡

斯
か
る
材
料
だ
け
で
志
摩
の
介
静
の
時
代
を
判
定
す

る
乙
と
は
危
険
で
あ
る
｡
然
し
中
村
教
授
や
大
塚
畢
士

が
指
摘
さ
れ
穴
通
わ
､
北
志
雄
の
介
暦
は
堆
稀
状
態
'

海
南
に
封
す
る
現
任
偲
､
構
造
等
に
於
で
前
記
紀
州
の

洪
積
層
に
極
め
て
よ
-
類
似
す
る
｡
紀
伊
牛
島
の
東
側

と
樹
側
に
春
し
て
､
互
に
斯
-
も
類
似
す
る
地
層
を
同

時
代
の
も
の
と
考

へ
る
rJ
と
は
甚
し
-
不
合
印
で
は
あ

芸

三
七
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球

節

十
入
港
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る
せ
い
と
信
ず
る
0
中
村
教
授
及
び
黒
田
氏
は
南
部
町
(七)

堺
の
介
暦
を
潰
名
潮
岬
の
洪
積
層
に
封
此
さ
れ
､
大

塚

氏
は
先
志
摩
暦
を
園
部
町
堺
'
安
久
川
の
洪
積
層
と
北
ハ

ほ
氏
の
札
の
中
に
包
含
さ
れ
ね
｡

筆
者
は
苗
に
雌
先
志
摩
暦
の
中
に
良
好
を
化
石
が
産

出
す
る
(
恐
ら
-
多
数
出
る
ベ
q
J)
rJ
J
J
を
報
脅
し
'
且

っ
牌
媒
介
化
石
に
ょ
っ
て
他
地
方
の
地
敵
と
封
比
さ
れ

る
日
が
凍
る
べ
き
こ
と
を
橡
想
す
る
に
止
め
る
｡

潮
筆
は
潜
み
化
石
鑑
定
の
券
を
と
ら
れ
た
黒
托~
穂
米

氏
'
安
久
川
の
介
化
石
は
就
て
指
示
さ
れ
た
竹
山
俊
雄

氏
に
謝
意
を
衷
す
る
.

節

1
娩

宍

三
八

引

用

文

願

へ
こ
小
川
塚

清
(
1)
九
〇
五
)
'
鳥
羽
脚
桁
地
球
説
明
せ

明
治
三
十
八

叫
(
ニ
)中
村
新
太
郎
'
怨

m徳
米
(
一
九
二
田
)
'
紀
伊
目
端
却
南
部
町
堺

の
眺
稗
統
'
地
球
節

.i笹
､
大
正
せ

こ
舛

(
≡
)
中
村
新
太
郎
(
一
九
二
五
)
'
三
滝
嚇
化
石
詐
地
表
､
地
球
筋
三
谷

大
正
十
四
年

(
四
)
大
塚
弼
之
助
二

九
二
八
)
'
志
摩
磯
部
附
妃
の
向
然
地
球
拳
的
地

史
の
一
部
の
研
究
へ
地
杜
拳
評
論
節
四
谷
'
昭
和
三
坤

(

滋

)
竹
山
俊
郷
二

九
二
九
)'
紀
仰
安
久
川
の
眺
枇
枕
､
地
球
節
十

l

谷
､
昭
利
四
年

(
六
)
飯
塚
保
五
郎
(
.J
九
二
允
)､
息
羽
脚
幅
地
饗
離
別
番
､
昭
和
四
咋

(
七
)
大
複
軸
之
助
(
一
九
三

一
)
､
節
明
紀
､
山方
泣
訴
蝕
､
昭
利
大
伴

桧
川
扇
状
地
に
於
け
る
地
下
水
と
文
他
景
観
(
二
)

安

田

初

.

雄

五
､
地

下

水

温

A
測
定
方
怯

重
点
車
間
Ⅳ
t

C
700
日
盛
は

一
度
毎
､
の
水
銀
棒

状
塞
唆
計
を
金
属
製

容器
に
入
れ
て
使
用
し
た
｡
初
終


